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ボスニア・ヘルツェゴビナ（ＢＨ）情勢月報（２０２３年５月分） 

２０２３年６月 

在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本国大使館 
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１．国内情勢 

（１）国家レベル 

●セルビアにおける銃撃事件を受けた国家追

悼の日宣言（５日） 

 ５日、ＢＨ閣僚評議会は、５月３日にセルビ

ア・ベオグラードで発生した銃乱射事件を受け、

５月５日をＢＨ国家追悼の日とする旨決定した。 

●ＥＵ加盟プロセス加速化に向けた閣僚評議

会決定（１１日） 

 １１日、ＢＨ閣僚評議会閣議において、ＥＵ加

盟プロセスの加速化に向けた各種決定が実

施された。主な事項は外務法、国際約束法、

高等司法検察評議会法改正案の閣議決定の

ほか、サウス・コネクション（クロアチアを通じＴ

ＡＮＡＰ／ＴＡＰと接続）及びイースト・コネクショ

ン（セルビアと接続）の両ガスパイプライン関

連計画の推進に係る同意、欧州司法機構（Ｅ

ＵＲＯＪＵＳＴ）とＢＨの刑事当局の協力に係る

合意締結のためのチーム任命決定等。 

（２）エンティティ、特別区 

ア ボスニア・ヘルツェゴビナ連邦（ＢＨ連邦） 

●ウナ＝サナ・カントンにおける洪水（１５日） 

 雨による河川の氾濫により、ウナ＝サナ・カ

ントン（ＢＨ北西部）において洪水が発生。ビハ

チ（県都）、サンスキ・モスト、ボサンスカ・クル

パ等の各都市で非常事態宣言が発令された。 

 これを受け、フルティッチＢＨ人権・難民大臣

は被害地域への支援に向け、閣僚評議会に

対し２００ＫＭ規模の援助を行うイニシアティブ

の立ち上げを提案した。 

イ スルプスカ共和国（ＲＳ） 

●ドディックＲＳ大統領のロシア訪問（２２日～

２４日） 

 ２２日～２４日、ドディックＲＳ大統領はロシア

を訪問し、プーチン大統領と会談、１月９日の

「ＲＳの日」に際しプーチン大統領に授与したＲ

Ｓ最高勲章を手交した。また、国際安全保障フ

ォーラムに出席した。訪問において、ドディック

ＲＳ大統領は、プーチン大統領と軍事・経済面

での協力につき協議し、ガス供給価格が引き

続き同程度の水準で行われる旨合意したと明

らかにした。また、セルビア系はＮＡＴＯ及び西

側による侵略の犠牲者であると強調すると共

に、ＢＨが国際社会による実験場かつ植民地

と化していると主張して西側諸国を批判した。 

 今般の訪露に対し、米国及びＥＵ等は批判

声明を発表した。 

●セルビアにおける与党主導の集会へのＲＳ

政治家の参加（２６日） 

 ２６日、セルビア・ベオグラードにおいて、５

月３日の銃撃事件以降継続しているセルビア

野党主導の大規模抗議集会に対抗する形で、

ブチッチ・セルビア大統領主催の大規模集会

が開催された。 

 本集会には、ＲＳからドディック大統領が参

加したほか、ネシッチＢＨ治安大臣（セルビア

系）、トリビッチ人民戦線（野党）党首等、与野

党問わず多くのセルビア系政治家が参加した。 

 

２．外政 

（１）多国間、国際・地域機構（ＥＵ加盟プロセ

スを含む） 

●ライチャークＥＵ特別代表のＢＨ訪問（１日） 

 １日、コナコビッチＢＨ外相は、ＢＨを訪問中

のライチャークＥＵ特別代表（西バルカン担当）

と会談し、ＢＨのＥＵ加盟等につき意見を交わ

した。ライチャーク特別代表は、ベルリン・プロ

セスの枠内で署名済みの移動の自由等に関

する３つの合意がＢＨによって未だ国内の発

効手続きを了しておらず、一刻も早い発効が

急務であると指摘した。 
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●シュミット上級代表の国連安保理会合出席

（１０日） 

 １０日、シュミット上級代表はニューヨークに

おいてＢＨ情勢に関する国連安保理定例会合

（年２回実施）に出席した。会合での報告にお

いて、同上級代表は昨年の選挙後の迅速な

政府発足等の評価点を述べるとともに、ＲＳの

分離主義的動向の過激化、若者の国外流出

の増加、戦争犯罪賛美といった課題を指摘し

た。 

 シュミット上級代表の報告に対して、ロシア・

中国以外の理事国は上級代表への支持を表

明した。 

●ツビヤノビッチ大統領評議会議長の国連安

保理会合出席（１０日） 

 １０日、ツビヤノビッチＢＨ大統領評議会議長

（セルビア系）はＢＨ情勢に関する国連安保理

定例会合にＢＨ代表として出席した。会合にて、

ツビヤノビッチ議長はＲＳの立場に基づいた発

言を行い、シュミット上級代表の正当性を否定

し、国際社会がＢＨにおいて問題を引き起こし

ていると批判した。 

 なお、ベチロビッチ大統領評議会ボシュニャ

ク系メンバーは、ツビヤノビッチ議長の安保理

会合出席は大統領評議会で正式に決定した

ものではなく、同議長の発言もすべて個人の

見解である旨、グテーレス国連事務総長に書

簡を発出した。 

●オスマニ・北マケドニア外相（ＯＳＣＥ議長）

のＢＨ訪問（１２日） 

 １２日、オスマニ・北マケドニア外相（ＯＳＣＥ

議長）がＢＨを訪問し、コナコビッチＢＨ外相と

会談を実施した。会合では汚職対策、選挙関

連改革等に係るＯＳＣＥの重要性が改めて確

認され、オスマニ外相は、北マケドニアのＯＳ

ＣＥ議長国任期中に汚職対策に係る会合を実

施予定である旨明らかにした。 

●ヴァールヘイ欧州委員のＢＨ訪問（１７日） 

 １７日、ヴァールヘイ欧州委員（近隣・拡大政

策担当）がＢＨを訪問し、クリシュト閣僚評議

会議長とともにＢＨのＥＵ加盟に係るハイレベ

ル政治対話を実施した。 

●アドリア・イオニア・イニシアティブ会合の開

催（２３日～２５日） 

 ２３日から２５日、サラエボにおいてアドリア・

イオニア・イニシアティブ（ＡＩＩ：西バルカン地域

のＥＵ加盟と地中海地域の地域協力推進を目

的として、セルビア、クロアチア、ＢＨ、北マケド

ニア、アルバニア、モンテネグロ、イタリア、ス

ロベニア、ギリシャ、サンマリノで構成）の年次

フォーラムが開催された。各パネルでは西バ

ルカンのＥＵ加盟のほか、農業、地方開発、人

材の国外流出等に関するセッションが実施。

また、ＡＩＩ外相会合においてサラエボ宣言が採

択された。 

●コナコビッチ外相の国際安全保障フォーラ

ム出席（３０日） 

 ３０日、コナコビッチ外相はスロバキアのブラ

チスラバで開催された第１８回国際安全保障

フォーラムに出席し、ＥＵ拡大に関するパネル

に登壇した。コナコビッチ外相はＢＨ及び西バ

ルカン地域にはＥＵ加盟以外の選択肢はない

と強調するとともに、当地域のＥＵ加盟に成功

しなければ、ロシア及び中国の影響力が増大

する恐れがあると指摘した。 

 

（２）二国間関係 

●プレンコビッチ・クロアチア首相のＢＨ訪問

（２日） 

 ２日、クリシュトＢＨ閣僚評議会議長及びチョ

ービッチＨＤＺ党首はプレンコビッチ・クロアチ

ア首相と会談した。プレンコビッチ首相は、ＢＨ
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における全民族の平等を実現するための選

挙法改正の重要性を強調したほか、ＢＨによ

る早期のＥＵ加盟交渉開始に向けたクロアチ

アのコミットメントにつき言及した。 

●ブルナビッチ・セルビア首相のＢＨ訪問（２

日） 

 ２日、クリシュトＢＨ閣僚評議会議長及びチョ

ービッチＨＤＺ党首は、ＢＨを訪問中のブルナ

ビッチ・セルビア首相とそれぞれ会談し、二国

間関係及びインフラ、エネルギー分野等につ

き意見を交わした。ブルナビッチ首相は、ＢＨ

の領土一体性を支持するとのセルビアの立場

を強調し、さらなる関係の発展に期待する旨

述べた。 

●ラビブ・ベルギー外相のＢＨ訪問（１６日） 

 １６日、ラビブ・ベルギー外相がＢＨを訪問し、

クリシュトＢＨ閣僚評議会議長及びコナコビッ

チＢＨ外相と会談を実施した。ラビブ外相は、

ＢＨのＥＵ加盟を強く支持するとの姿勢を改め

て強調するとともに、今後の在ＢＨベルギー大

使館開設等を通じた二国間関係の強化につ

いても言及した。 

●ピーチ英国西バルカン特使のＢＨ訪問（２４

日） 

 ２４日、ピーチ英国西バルカン特使がＢＨを

訪問し、ベチロビッチＢＨ大統領評議会ボシュ

ニャク系メンバーと会談した。ピーチ特使は、

英国は今後も引き続きＢＨの友好国であり、Ｅ

Ｕ加盟に向けた行政改革を支援していく旨強

調し、英国が特にエネルギー独立性の強化や

雇用創出につながるインフラプロジェクトへの

投資を継続する旨述べた。 

 

 

 

 

（３）日・ＢＨ関係 

●ネシッチ治安大臣表敬（２３日） 

 ２３日、杵渕駐ＢＨ日本国大使はネシッチ

治安大臣を表敬し、二国間関係、ＢＨのＥ

Ｕ加盟に向けた改革プロセス等につき意

見を交わした。ネシッチ治安大臣は、ＢＨ

のＥＵ加盟に向けた改革実施の重要性を

強調するとともに、これまでの日本からＢ

Ｈへの支援への感謝及びさらなる協力へ

の期待を述べた。 

 

（写真：杵渕大使とネシッチ治安大臣） 
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３．経済 

（１）経済指標（出典：ＢＨ統計局） 

●産業生産指数 

 ２０２２年４月の産業生産指数は、季節調整

後数値で前月比３．３％のマイナス、前年同月

比で９．１％のマイナス。 

●雇用／失業率 

 ２０２３年３月の失業者登録数は３５万２８９０

人（うち女性２０万５，１７９人）で、前月比０．

７％マイナス。前年同月比で５．１％マイナス。 

●平均給与 

 ２０２２年３月の平均給与（手取り）は１，２６０

ＫＭで、前年同月比で３．６％のプラス。 

●消費者物価指数 

 ２０２２年４月の消費者物価指数は前月比で

０．１％のプラス。また、前年同月比で平均７．

９％の上昇。食料品・ノンアルコール飲料の価

格は前月比で平均０．１％の上昇。 

 

（２）経済政策・公共事業 

●モスタル・ビジネスフェアの開催（２日） 

 ２日、モスタル（ＢＨ南部）において、モスタ

ル・ビジネスフェア２０２３が開催された。同フェ

アには世界約３０か国から７００以上の出展者

が集まり、開会式ではクリシュトＢＨ閣僚評議

会議長がスピーチを行い、地域内での経済協

力拡大の重要性を指摘したほか、ブルナビッ

チ・セルビア首相、プレンコビッチ・クロアチア

首相、ライチャークＥＵ特別代表（西バルカン

担当）が出席した。 

 

（３）経済協力 

●地方開発に係る米国のプロジェクト立ち上

げ（１６日） 

 １６日、米国国際開発庁（ＵＳＡＩＤ）は、ＢＨの

地方開発に向け、「ＢＨ地方政府への支援」と

題する１２８０万米ドル規模の新プロジェクトを

立ち上げた。プロジェクト実施期間は５年であ

り、トゥズラ、ゼニツァ、グラダチャツ、テスリッ

チ、ジェプチェ等３０の自治体を対象に、市民

の生活レベル向上等に向け、民間企業の投

資誘致や雇用創出に向けた行政府への支援

を実施するほか、行政府、役所におけるデジ

タル化の促進も行う見込み。 

 

（４）民間セクター 

●サラエボ・ビジネス・フォーラムの開催（１７

日～１８日） 

 １７日～１８日、第１２回サラエボ・ビジネス・

フォーラムが開催され、世界５０か国以上から

２０００名以上のビジネス関係者が出席した。 

 本年はベチロビッチＢＨ大統領評議会ボシュ

ニャク系メンバー、コナコビッチ外相等のＢＨ

側の要人に加え、ヴァールヘイ欧州委員、パ

ホル・スロベニア前大統領、メシッチ・クロアチ

ア元大統領等が出席した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


